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   Both testes from 37 men were biopsied; 17 idiopathic azoospermia and 20 varicocele patients 
either azoospermic or severely oligozoospermic. Histological findings of both testes were studied 
by means of Johnsen's score count. In idiopathic azoospermia, there was no difference between bilat-
eral testes. Unilateral biopsy of the testis is indicated in this type of male infertility. In varico-
cele, the testis on the left side showed more advanced damage of the seminiferous tubuli than 
the right side on average count. Bilateral testicular biopsy is indicated in varicocele cases. 
                                               (Acta Urol. Jpn. 34: 1939-1941,1988)























2ヵ所 支持糸 をか け て そ の間 を 切開 し,精 巣前 面 の 白
膜 を露 出 して これ に も上下2ヵ 所 支 持糸 をか け てそ の
間 に 小切 開 を 加 え,精 巣 に軽 い圧 迫 を加 え る こ とに よ
り脱 出 して きた精 巣 実 質 のほ ぼ マ ッチ俸頭 大 の ものを
切 除 し,た だ ちに プ ア ン氏 液 に 固定 して検 査 部病 理 組
織 室 へ送 った.
z.観 察 と評 価 の方 法
作成 され た精 巣 の ヘ マ トキ シ リ ン ・エ オ ジ ン染 色 組
織 標 本 を,Johnsenのscorecount法4)セこ よ り評 価
した.判 定 は 同一 人 が お こな い,精 細 管 は,そ れ ぞ れ

























数値 はmean土S.D.を 表 わす
Johnscnmeanscoreで2以上 の 左右 差
が あ る もの と精 索静 脈 瘤 との関 係
瘤 群 に つい て は,JMSで2.o以 上 の 左 右 差 の あ る症 例
は20例中5例(25%)とい うこ とに な った(Table2).
精 巣 生 検 上,顕 著 な左 右 差 の あ っ た 症例 をFig・1





















































































































本論文 は,1987年11月71ヨの 第37回El本泌 尿 器 科 学 会 中 調`
連 合総会(名 古屋 市)に お け る ラ ウ ン ド ・テ ープ ノレ ・デ ィ ス
1941
ヵッシ ョン 「malefertilityの諸問題 」において,友 吉が
「診断上の問題点」 として発表 したものの一 部である。論 文
形式にす るにさい して,た が いに関連性の乏 しい問題をそれ
ぞれ独立 させ たことを付記 して おきたい.
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